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第
49
回
「
日
本
の
書
展
」
も
前
回

に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
を
受
け
た
。
会
期
直

前
の
令
和

年

月
末
に

回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
関
西

展
（
大
阪
府
）、
九
州
展
（
福
岡
県
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
府
や
展
覧
会
場
か
ら

の
要
請
に
よ
り
、
開
催
中
止
と
な
っ

た
。
残
念
な
が
ら
、
関
西
展
は
前
回

に
続
き
2
年
続
い
て
の
中
止
と
な
っ

た
。
中
部
展
、
東
京
展
に
つ
い
て
は

緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
あ
っ
た
が
、

展
覧
会
会
場
の
方
針
と
し
て
開
館
し

て
お
り
、
最
大
限
の
感
染
症
予
防
対

策
を
行
っ
て
開
催
し
た
。
各
会
場
施

設
で
は
消
毒
液
設
置
や
体
温
測
定
な

ど
の
対
策
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加

え
て
、
当
会
で
も
消
毒
液
の
設
置
、

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
や
ソ
フ
ァ
ー
の
定
期

的
な
消
毒
、
ス
タ
ッ
フ
の
マ
ス
ク
着

用
の
徹
底
、
前
回
よ
り
変
更
し
た
作

品
検
索
台
帳
や
閲
覧
用
図
録
サ
ン
プ

ル
を
壁
面
掲
示
に
す
る
な
ど
の
対
策

を
し
た
。
開
催
披
露
祝
賀
会
お
よ
び

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
は
中
止
し
て
い

る
。

　

第
49
回
直
轄

展
の
出
品
者
総
数

は

人
。
こ
の
う
ち
関
西

展
（
招
待
・
秀
抜
選
）
の

点
、
九
州
展
（
招
待
・
秀
抜
選
）
の

点
の
計

点
は
展
示

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

こ
の
出
品
者
に
は
協
賛
費
の
約
半
額

を
返
金
し
て
い
る
。

令
和

年

月

日（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　

〜

月

日（
水
・
祝
）

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か

主
催　
（
公
財
）全
国
書
美
術
振
興
会
、

産
経
新
聞
社

後
援　

文
化
庁

協
賛　
（
公
社
）日
本
書
芸
院

令
和

年

月
20
日（
木
）

　
　
　
　
　

  　

 

〜

月
25
日（
火
）

福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館

主
催　
（
公
財
）全
国
書
美
術
振
興
会
、

西
日
本
新
聞
社

後
援　

文
化
庁

令
和

年

月

日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

〜

月

日（
日
）

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
愛
知

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

階
）

主
催　
（
公
財
）全
国
書
美
術
振
興
会
、

中
日
新
聞
社

後
援　

文
化
庁
、
愛
知
県
、
東
海
テ

レ
ビ
放
送

協
賛　
（
公
社
）中
部
日
本
書
道
会

　

出
品
数
は
、
巨
匠
、
代
表
の

点
、
委
嘱
17
点
、
招
待

点
、

秀
抜
選

点
、合
計

点
、

入
場
者
数
は
約

人
だ
っ

た
。

　

中
日
新
聞
紙
面
で
は
展
覧
会
紹

介
、
ま
た
東
海
テ
レ
ビ
放
送
で
も
展

覧
会
場
の
様
子
が
放
映
さ
れ
た
。

　

入
場
者
に
対
し
て
は
、
施
設
館
内

で
の
感
染
者
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時
の

追
跡
対
策
と
し
て
「
入
場
記
録
カ
ー

ド
」の
記
入
に
協
力
し
て
も
ら
っ
た
。

令
和

年

月
10
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

〜

月
20
日（
日
）

国
立
新
美
術
館

主
催　
（
公
財
）全
国
書
美
術
振
興
会
、

共
同
通
信
社

後
援　

文
化
庁

　

出
品
数
は
、
巨
匠
、
代
表
の

点
、
委
嘱
50
点
、
招
待

点
、

秀
抜
選

点
。
な
ら
び
に
中
部

展
17
点
、
開
催
中
止
と
な
っ
た
関
西

展
41
点
、
九
州
展
11
点
の
委
嘱
合
わ

せ
て
69
点
も
同
時
に
展
示
し
、
総
展

示
数
は

点
、
入
場
者
数
は

約

人
だ
っ
た
。

令
和

年

月
10
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

〜

月
20
日（
日
）

国
立
新
美
術
館

　
「
日
本
の
書
展
」
第
40
回
よ
り
始

ま
っ
た
臨
書
に
限
っ
た
公
募
展
で
、

題字は福島慎太郎初代理事長
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発行者 （公財）全国書美術振興会
編集責任者　 坂　本　敏　史
東京都港区赤坂 2-11-1  
 デルックス溜池山王 6 階

第
49
回
「
日
本
の
書
展
」
の
関
西
展
・
九
州
展
が
中
止
に

中部展会場入口での入場記録カードの記入コーナー
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10
回
目
を
迎
え
た
。
例
年

点
に
迫
る
応
募
が
あ
る
が
、
今
回
は

点
と
応
募
数
が
減
少
し
た
。

審
査
は
当
会
役
員
で
構
成
さ
れ
る

人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
そ

の
中
か
ら

点
（
漢
字

点
、
か
な
84
点
、
篆
刻

点
）
が
入

選
し
、表
具
し
た
作
品
は
第
49
回「
日

本
の
書
展
」
東
京
展
の
会
場
内
に
前

期
と
後
期
に
分
け
て
展
示
さ
れ
た
。

作
品
は
展
覧
会
終
了
後
、
入
選
證
と

一
緒
に
入
選
者
に
届
け
ら
れ
た
。

　

例
年
、「
日
本
の
書
展
」
直
轄

展
が
終
了
後
、
巨
匠
、
代
表
の
作
品

に
地
元
の
有
力
作
家
の
作
品
を
加
え

て
、
当
会
と
共
同
通
信
社
、
地
元
各

新
聞
社
の
共
催
、
文
化
庁
後
援
の
も

と
全
国
を
巡
回
し
て
い
る
。
第
48
回

展
の

会
場
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
開
催
中
止
と

な
っ
た
が
、
第
49
回
展
は
予
定
通
り

開
催
さ
れ
て
い
る
。

富
山
（
北
日
本
新
聞
社
）

令
和

年

月
15
日
〜

月
18
日　

富
山
県
民
会
館

鳥
取
（
山
陰
中
央
新
報
社
）

令
和

年

月
27
日
〜

月
30
日　

米
子
市
美
術
館

青
森
（
東
奥
日
報
社
） 

令
和

年

月

日
〜

月

日　

N
ew
's TO

-O

ビ
ル　

階
催
事
場

広
島
（
中
国
新
聞
社
） 

令
和

年

月
30
日
〜
10
月

日　

福
屋
広
島
駅
前
店　

・

階
催
事

場岡
山
（
山
陽
新
聞
社
）

令
和

年
10
月
13
日
〜
10
月
18
日　

天
満
屋
岡
山
店　

階
葦
川
会
館

奈
良
（
奈
良
新
聞
社
）

令
和

年

月
23
日
〜

月
27
日　

奈
良
県
文
化
会
館

長
野
（
信
濃
毎
日
新
聞
社
）

令
和

年

月

日
〜

月

日　

長
野
県
立
美
術
館

茨
城
（
茨
城
新
聞
社
）

令
和

年

月

日
〜

月
14
日　

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館
（
茨

城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

令
和

年

月
16
日（
金
）〜
18
日

（
日
） 

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー　

カ
ル
チ
ャ
ー
棟

階

「
和
室
」

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

月
16
日（
金
）

　

 

10
時
50
分
〜
12
時
00
分

　
　

 

（
参
加
者
が
少
な
く
、

コ
ー

　
　
　

ス
に
合
併
）

　

 

14
時
40
分
〜
15
時
50
分

月
17
日（
土
）

　

 

10
時
50
分
〜
12
時
00
分

　

 

14
時
40
分
〜
15
時
50
分

月
18
日（
日
）

　

 

10
時
50
分
〜
12
時
00
分

　

 

14
時
40
分
〜
15
時
50
分

　

前
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
た
め
中
止
し
た
が
、
今

回
は
感
染
症
対
策
を
十
分
配
慮
し
な

が
ら
、体
験
人
数
を
減
ら
し
、
コ
ー

ス
10
人
を

部
屋
に
分
け
て
開
催
。

歳
か
ら
小
学
校

年
生
ま
で
の
42

人
が
参
加
し
た
。
体
験
が
は
じ
ま
る

と
講
師
の
話
を
し
っ
か
り
聞
き
な
が

ら
、
水
書
き
、
墨
磨
り
を
体
験
し
、

自
分
で
選
ん
だ
う
ち
わ
に
磨
っ
た
墨

と
筆
を
使
っ
て
線
や
文
字
を
書
き
込

み
、
楽
し
そ
う
に
う
ち
わ
を
仕
上
げ

て
い
た
。
保
護
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
で
も
体
験
内
容
は
た
い
へ
ん

好
評
で
、
次
回
の
参
加
や
今
後
も
書

道
に
触
れ
て
み
た
い
と
の
声
も
あ
っ

た
。

　

今
回
も
、
国
立
青
少
年
教
育
振
興

機
構
の
「
子
ど
も
ゆ
め
基
金
」
か
ら

の
助
成
を
受
け
て
い
る
。

　

令
和

年
12
月

日
の
官
報
に
お

い
て
、「
書
道
」
が
登
録
無
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
、
同
年

月
26
日
に

設
立
さ
れ
た
日
本
書
道
文
化
協
会
が

書
道
の
保
持
団
体
に
認
定
さ
れ
た
。

既
に
10
月
15
日
に
文
化
審
議
会
答
申

で
公
表
さ
れ
た
内
容
だ
が
、
今
回
の

官
報
告
示
に
よ
り
、正
式
に
「
書
道
」

が
登
録
無
形
文
化
財
と
な
り
、
日
本

書
道
文
化
協
会
が
保
持
団
体
に
な
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

文
化
財
保
護
法
に
よ
る
登
録
無
形

文
化
財
の
登
録
は
、
書
道
が
初
め
て

で
あ
り
（
伝
統
的
酒
造
り
も
同
時
に

登
録
）、
我
が
国
が
保
護
継
承
し
て

い
く
文
化
財
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ

と
は
書
道
界
に
と
っ
て
大
き
な
朗
報

だ
。
ま
た
、従
来
目
指
し
て
き
た「
日

本
の
書
道
文
化
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
に
向
け
て
も
大
き
な

前
進
と
言
え
る
。

　

12
月
27
日
、
末
松
信
介
文
部
科
学

大
臣
か
ら
日
本
書
道
文
化
協
会
（
井

茂
圭
洞
会
長
）
に
認
定
書
「
文
化
財

保
護
法
第
76
条
の

第

項
の
規
定

に
よ
り
登
録
無
形
文
化
財　

書
道　

の
保
持
団
体
と
し
て
認
定
し
ま
す
」

が
手
交
さ
れ
た
。

　

令
和

年

月
26
日
、
東
京
都
内

で
「
日
本
書
道
文
化
協
会
」
設
立
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
発
起
人
を
代
表
し
井
茂

圭
洞
先
生
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
文

化
財
保
護
法
の
改
正
に
よ
る
登
録
無

形
文
化
財
制
度
の
創
設
を
踏
ま
え
、

日
本
の
書
道
文
化
の
継
承
、
発
展
の

た
め
に
新
し
い
協
会
の
設
立
を
お
願

い
し
た
。
総
会
で
は
規
約
案
が
承
認

さ
れ
、
会
長
に
井
茂
先
生
、
副
会
長

に
黒
田
賢
一
先
生
、
髙
木
聖
雨
先
生

を
は
じ
め
、
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

子
ど
も
の
毛
筆
体
験
教
室

「
筆
も
じ
に
ト
ラ
イ
！

 

２
０
２
１
」 

開
催水書用紙を使ってスタート

末松信介文部科学大臣から井茂会長に認定書を交付

「
書
道
」
が
初
の
登
録
無
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、

日
本
書
道
文
化
協
会
が
保
持
団
体
に
認
定
さ
れ
る

左から黒田副会長、井茂会長、末松大臣、髙木副会長
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日
本
書
道
文
化
協
会
に
は
38
の
書
道

団
体
を
代
表
す
る
41
名
の
書
家
が
参

加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
会
は
、
書
道
の
伝
統
的
な
書

法
を
受
け
継
ぎ
、
未
来
へ
と
つ
な
い

で
い
く
た
め
に
、
そ
の
書
道
の
技
の

保
存
と
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。（

令
和

年

月

日
現
在
・
敬
称
略
）

　

河
村
建
夫

 　

 （
元
内
閣
官
房
長
官
、
元
文
部
科
学
大
臣
）

　

田
中
壮
一
郎

 　

 （
全
国
書
美
術
振
興
会
会
長
）

　

老
川　

祥
一

 　

 （
読
売
新
聞
グ
ル
ー
プ
本
社
代
表
取
締
役

会
長
兼
主
筆
代
理
、
読
売
書
法
会
会
長
）

　

丸
山
昌
宏

 　

 （
毎
日
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長
、
毎
日

書
道
会
理
事
長
）

　

飯
塚　

浩
彦

 　

 （
産
経
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長
、
産
経

国
際
書
会
会
長
）

　

中
村　

史
郎

 　
（
朝
日
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長
）

　

三
土　

正
司

 　

 （
株
式
会
社
共
同
通
信
社
代
表
取
締
役
社
長
）

　

日
比
野
光
鳳　
　

尾
崎　

邑
鵬

　

中
野　

北
溟　
　

杭
迫　

柏
樹　

　

樽
本　

樹
邨

　

井
茂　

圭
洞

　

黒
田　

賢
一　
　

髙
木　

聖
雨

　

新
井　

光
風　
　

石
飛　

博
光

　

土
橋　

靖
子　
　

仲
川　

恭
司

　

星　
　

弘
道　
　

真
神　

巍
堂

　

岩
永　

栖
邨　
　

高
木　

厚
人

　

辻
元　

大
雲　
　

中
村　

伸
夫

　

船
本　

芳
雲　
　

室
井　

玄
聳

　

遠
藤　
　

彊　
　

風
岡　

五
城

　

岡
田　

契
雪　
　

清
水　

透
石

　

鈴
木　

春
朝　
　

田
中　

節
山

　

明
石　

聴
濤　
　

石
澤　

桐
雨

　

伊
藤　

仙
游　
　

尾
崎　

蒼
石

　

近
藤　

浩
乎　
　

篠
田　

聴
泉

　

田
頭　

一
舟　
　

松
井　

玉
箏

　

森
上　

光
月　
　

柳　
　

濤
雪

　

柳　
　

碧
蘚　
　

山
本　

大
悦

　

渡
部　

會
山　
　

和
中　

簡
堂

東
京
都
港
区
赤
坂

―
11
―
　

デ

ル
ッ
ク
ス
溜
池
山
王　

全
国
書
美
術

振
興
会
内

℡. 

―

―

℻. 

―

―

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

info@
nihonshodobunka.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https//w
w
w
.nihonsyodobunka.

jp

（
文
化
庁
補
助
事
業
）

令
和

年

月

日
（
土
）

13
時
〜
14
時
30
分

有
楽
町
よ
み
う
り
ホ
ー
ル

協
力　

全
国
書
美
術
振
興
会

講
師
・
揮
毫
者

　

髙
木　

聖
雨　
　

高
木　

厚
人

　

室
井　

玄
聳

司
会
進
行　
　

永
守　

蒼
穹

文
化
庁
説
明　

吉
野　
　

亨　

参
加
人
数　
　

約

人

 

令
和

年

月
12
日
（
土
）

13
時
〜
14
時
30
分

ビ
ル　

階　

ホ
ー
ル

協
力　

日
本
書
芸
院

講
師
・
揮
毫
者

　

黒
田　

賢
一　
　

杭
迫　

柏
樹

　

中
村　

伸
夫

司
会
進
行　
　

森
嶋　

隆
鳳

文
化
庁
説
明　

吉
野　
　

亨　

参
加
人
数　
　

約

人

　

日
本
書
道
文
化
協
会
で
は
、
今

後
、
書
道
学
科
等
を
有
す
る
高
等
学

校
に
会
員
等
の
書
家
を
派
遣
し
模
範

実
技
な
ど
の
授
業
を
行
う
な
ど
し
て

若
い
世
代
へ
の
書
道
の
普
及
啓
発
を

行
う
。
ま
た
、
登
録
無
形
文
化
財
と

し
て
の
書
道
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

も
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

日
本
書
道
文
化
協
会
で
は
継
続
的

活
動
の
た
め
に
団
体
、
個
人
の
賛
助

会
員
を
募
集
し
て
お
り
、
令
和

年

月

日
現
在
、
58
件
の
参
加
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
年
会
費
は
団
体

万
円
、
個
人

万
円
。

　

書
道
（
し
ょ
ど
う
）

　

書
道
は
、
毛
筆
を
用
い
て
言
語
を

表
記
す
る
表
現
行
為
で
あ
り
、漢
字
、

仮
名
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
に
よ
る
表

現
の
ほ
か
、
篆
刻
（
て
ん
こ
く
）
も

含
ま
れ
る
。
書
道
で
は
、
文
房
四
宝

（
筆
、
墨
、
硯
、
紙
）
を
は
じ
め
と

す
る
多
様
な
用
具
用
材
を
用
い
な
が

ら
、
優
れ
た
書
の
臨
書
を
通
じ
た
書

法
の
習
得
に
始
ま
り
、そ
れ
を
追
究
、

応
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
度
に

美
的
な
表
現
を
創
出
し
て
き
た
。

　

歴
史
的
に
は
、
漢
字
の
伝
来
以

来
、
中
国
の
優
れ
た
書
か
ら
書
法
を

吸
収
、技
法
を
工
夫
し
て
い
く
中
で
、

平
安
中
期
以
降
、
和
様
と
称
さ
れ
る

漢
字
の
書
風
が
生
ま
れ
、
ま
た
、
和

歌
文
化
の
隆
盛
と
と
も
に
仮
名
の
書

が
発
展
し
た
。
仮
名
の
書
に
お
い
て

は
、
散
ら
し
書
き
や
漢
字
の
手
法
を

発
展
さ
せ
た
連
綿
の
技
法
を
用
い

て
、
装
飾
料
紙
等
に
特
有
の
表
現
が

展
開
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
優
れ

た
書
は
、
後
の
時
代
に
名
筆
と
し
て

重
視
さ
れ
、
単
に
典
籍
の
写
本
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
文
字
や
書
法
を
学

ぶ
為
の
手
本
と
し
て
、
ま
た
、
鑑
賞

の
対
象
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
伝
統

的
な
書
法
が
庶
民
層
に
ま
で
受
容
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
書
道
は
時
代
が
下

る
に
つ
れ
て
手
習
い
の
実
践
と
、
目

習
い
と
も
呼
ば
れ
る
鑑
賞
の
蓄
積
に

よ
っ
て
広
く
生
活
の
中
に
受
容
さ

れ
、
浸
透
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、

現
代
に
お
け
る
優
れ
た
書
の
表
現
に

も
伝
統
的
に
育
ま
れ
て
き
た
美
意
識

を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
の
と
お
り
、
書
道
は
、
生
活

文
化
に
係
る
歴
史
上
の
意
義
を
有
す

る
と
と
も
に
、
芸
術
上
の
価
値
が
高

い
も
の
で
あ
る
。

一　

文
房
四
宝
（
筆
、
墨
、
硯
、
紙
）

の
使
用
を
原
則
と
す
る
こ
と
。

二　

 

伝
統
的
な
書
法
に
よ
る
こ
と
。

三　

次
の
分
類
に
応
じ
た
書
表
現
を

行
う
こ
と
。

「日本書道文化協会」設立総会

シンポジウム・特別揮毫会（東京会場）
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・
漢
字
の
書

　

・
仮
名
の
書

　

・
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書

　

・
篆
刻

　

日
本
書
道
文
化
協
会

　

日
本
書
道
文
化
協
会
は
、
書
道
の

伝
統
的
な
書
法
を
受
け
継
ぎ
、
未
来

へ
と
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
の

書
道
の
技
の
保
存
と
向
上
を
図
る
目

的
で
、
伝
統
的
な
書
法
の
技
を
受
け

継
ぎ
、
継
承
者
を
持
つ
書
家
を
正
会

員
と
し
て
令
和

年
に
設
立
さ
れ
た

団
体
で
あ
る
。

　

書
道
界
に
は
、
漢
字
、
仮
名
、
漢

字
仮
名
交
じ
り
、
篆
刻
そ
れ
ぞ
れ
を

専
門
に
活
動
を
行
っ
て
き
た
団
体
が

あ
り
、
そ
う
し
た
団
体
が
、
こ
れ
ま

で
長
年
に
わ
た
り
書
法
の
継
承
や
普

及
・
発
展
、
後
進
の
育
成
等
の
活
動

実
績
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
日
本
書

道
文
化
協
会
は
、
そ
れ
ら
の
団
体
を

代
表
す
る
書
家
が
主
た
る
構
成
員
と

な
り
、
会
派
を
超
え
た
組
織
と
し
て

結
成
さ
れ
て
い
る
。
同
協
会
は
、
こ

れ
ま
で
の
各
団
体
の
活
動
の
枠
を
越

え
て
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
書

道
の
保
護
と
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
そ
の
規
約
に
は
、
伝

統
的
な
書
法
の
保
存
に
関
す
る
こ

と
、
書
道
文
化
振
興
の
た
め
の
展
覧

会
、
講
習
会
、
研
究
会
の
開
催
事
業

等
を
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
事

業
と
し
て
位
置
づ
け
、
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
同
会
は
、
登
録

無
形
文
化
財
の
保
持
団
体
と
し
て
適

切
な
団
体
で
あ
る
。

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
推

進
運
動
の
一
環
と
し
て
、
協
議
会
主

催
の
講
演
会
「
つ
な
ご
う
日
本
の
書

道
文
化 

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺

産
に
」
を
開
催
し
た
。

　

講
師
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ
事
業
に
精

通
す
る
元
ユ
ネ
ス
コ
日
本
政
府
代
表

部
特
命
全
権
大
使
の
佐
藤
地
（
さ

と
う
く
に
）
氏
を
迎
え
、「
ユ
ネ
ス

コ
の
遺
産
事
業
と
し
て
の
無
形
文
化

遺
産
」
と
題
し
た
40
分
間
の
講
演
を

行
っ
た
。
平
成
27
年
に
ユ
ネ
ス
コ
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
明
治

日
本
の
産
業
革
命
遺
産　

製
鉄
・
製

鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
」
に
は
、
山

口
県
萩
市
の

つ
の
遺
産
が
含
ま
れ

て
お
り
、
ま
た
同
年
は
佐
藤
講
師
が

ユ
ネ
ス
コ
大
使
に
就
任
さ
れ
て
「
明

治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
登
録
事

業
に
携
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ゆ
か
り

あ
る
山
口
県
で
の
講
演
会
と
な
っ

た
。

　

講
演
会
は
人
数
制
限
を
し
、
事
前

予
約
制
に
す
る
な
ど
、
最
大
限
の
感

染
症
予
防
対
策
を
行
っ
た
上
で
の
開

催
と
な
っ
た
が
、
約

人
の

聴
講
者
が
集
っ
た
。
髙
木
聖
雨
協
議

会
副
会
長
の
司
会
進
行
の
も
と
、
黒

田
賢
一
副
会
長
が
会
の
紹
介
と
本
運

動
の
活
動
報
告
を
し
、
世
界
で
の
豊

富
な
経
験
を
踏
ま
え
た
佐
藤
氏
の
講

演
へ
と
続
き
、
河
村
建
夫
特
別
顧
問

（
書
道
国
会
議
員
連
盟
会
長
）
の
ご

挨
拶
で
終
了
。

　

協
議
会
か
ら
は
田
中
壮
一
郎
会

長
、
井
茂
圭
洞
副
会
長
、
星
弘
道
副

会
長
も
出
席
し
、
山
口
県
を
始
め
と

す
る
中
国
地
方
等
か
ら
の
た
く
さ
ん

の
聴
講
者
の
参
加
も
あ
っ
て
、
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
へ
の
力
強

い
支
援
と
、
運
動
へ
の
更
な
る
活
力

を
い
た
だ
い
た
有
意
義
な
活
動
と

な
っ
た
。

 

〈
講
演
会
概
要
〉　　

令
和

年

月
12
日
（
日
）

17
時
〜
18
時
30
分

国
際
ホ
テ
ル
宇
部　

本
館

階　

ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル

講
師　

佐
藤
地
（
さ
と
う
く
に
）
氏

（
元
ユ
ネ
ス
コ
日
本
政
府
代
表
部
特

命
全
権
大
使
、
前
駐
ハ
ン
ガ
リ
ー
日

本
国
特
命
全
権
大
使
）

　

令
和

年

月
開
催
の
書
道
国
会

議
員
連
盟
総
会
に
お
い
て
、
文
部
科

学
省
に
対
し
、
小
・
中
学
校
の
教
員

免
許
取
得
に
当
た
っ
て
の
国
語
科
で

の
書
道
実
技
の
実
態
調
査
を
行
う
こ

と
が
要
望
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
文
部
科
学
省
に
お

い
て
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
調
査

が
実
施
さ
れ
、
そ
の
調
査
結
果
が
令

和

年

月
22
日
に
文
部
科
学
省
よ

り
小
・
中
学
校
国
語
科
教
職
課
程
を

置
く
各
大
学
等
に
対
し
て
通
知
さ
れ

た
。
通
知
に
お
い
て
は
、
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
書
写
に
関
す
る
実
技
の

充
実
を
図
る
な
ど
、
よ
り
実
践
的
な

教
育
内
容
の
充
実
を
求
め
た
ほ
か
、

令
和

年
度
末
に
は
取
組
状
況
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
行
う
予
定

で
あ
る
と
さ
れ
た
。　

　

令
和

年

月

日
開
催
の
書
道

国
会
議
員
連
盟
総
会
に
お
い
て
、
文

部
科
学
省
か
ら
、
教
職
課
程
を
置
く

大
学
に
対
し
て
実
技
指
導
の
最
低
限

踏
ま
え
る
べ
き
と
こ
ろ
を
示
し
て
ほ

し
い
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
こ

れ
を
受
け
、
書
写
・
書
道
教
育
推
進

協
議
会
の
作
業
部
会
が

月

日
に

開
催
さ
れ
、
小
・
中
学
校
の
書
写
の

教
員
研
修
、
大
学
の
教
員
養
成
課

程
（
書
写
）
に
資
す
る
簡
便
な
テ
キ

ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
、
検
討

チ
ー
ム
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

月
30
日
の
作
業
部
会
の
検
討
を
経

て
、
11
月
25
日
の
実
務
者
会
（
田
中

壮
一
郎
会
長
、
星
弘
道
、
髙
木
聖
雨

両
副
会
長
も
出
席
）
で
は
検
討
チ
ー

ム
に
よ
り
、
小
・
中
学
校
の
書
写
の

教
員
研
修
、
大
学
の
教
員
養
成
課
程

に
も
資
す
る
簡
便
な
テ
キ
ス
ト
を
、

来
年
度
を
目
途
に
作
成
す
る
と
の
報

告
が
な
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

　
（
令
和

年
11
月
25
日
現
在
）

　

田
中
壮
一
郎

　
（
全
国
書
美
術
振
興
会
会
長
）

　

髙
木
聖
雨

　
（
全
国
書
美
術
振
興
会
理
事
長
）

　

真
神
巍
堂

　
（
全
日
本
書
道
連
盟
理
事
長
）

　

　

有
岡

崖

　

　

加
藤
泰
弘

　

　

青
山
浩
之　

荒
井
利
之

　
　
　
　
　

加
藤
東
陽　

杉
山
勇
人

　
　
　
　
　

高
木
厚
人　

髙
島
一
広

　
　
　
　
　

土
橋
靖
子　

長
野
竹
軒

　
　
　
　
　

福
井
淳
哉

講演会講師　佐藤地氏

挨拶をする河村建夫特別顧問
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昭
和
48
年
、「
現
代
書
道
五
十
人

展
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
日
本

の
書
展
」
が
、
令
和

年
に
第
50
回

を
迎
え
る
。
当
会
が
財
団
法
人
と
し

て
認
可
、
設
立
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま

で
の
国
内
、
海
外
で
の
事
業
、
記
念

展
や
特
別
展
、
ま
た
書
道
界
を
挙
げ

て
取
り
組
ま
れ
参
加
し
て
き
た
様
々

な
事
業
に
つ
い
て
五
十
年
史
で
振
り

返
る
。
日
本
の
書
家
が
地
域
、
会
派

を
超
え
て
一
堂
に
会
す
る
目
的
で
始

ま
っ
た
「
日
本
の
書
展
」
の
初
期
出

品
者
で
あ
り
、
文
化
勲
章
受
章
者
、

文
化
功
労
者
、
日
本
芸
術
院
会
員
、

日
本
芸
術
院
賞
受
賞
者
を
は
じ
め
と

し
、
当
会
発
足
に
大
き
く
貢
献
し
た

物
故
書
家
62
人
の
作
品
を
東
京
に
て

展
示
す
る
。
併
せ
て
、
初
代
理
事
長

福
島
慎
太
郎
の
古
希
と
勲
一
等
瑞
宝

章
受
勲
の
お
祝
い
に
、
当
時
の
「
日

本
の
書
展
」
出
品
書
家
76
人
に
よ
り

制
作
、贈
呈
さ
れ
た
「
受
勲
記
念
帖
」

を
公
開
す
る
。「
受
勲
記
念
帖
」
に

つ
い
て
は
、第
50
回
「
日
本
の
書
展
」

の
中
部
展
、
関
西
展
、
九
州
展
会
場

に
も
展
示
予
定
。『
記
念
誌
』
に
は
、

特
別
展
「
日
本
の
書
展
を
築
い
た
先

達
の
書
」
で
公
開
さ
れ
る
全
作
品
を

掲
載
す
る
。

記
念
誌

　

 『「
日
本
の
書
展
」
第
五
十
回
記

念 

全
国
書
美
術
振
興
会
五
十
年

の
歩
み
』

　

内
容　

 

第

部　

全
国
書
美
術
振

興
会
五
十
年
史

　
　
　
　

 
第

部　
「
日
本
の
書
展
」

第
五
十
回
特
別
展（
図
録
）

　

 

第
50
回
「
日
本
の
書
展
」
出
品
者

お
よ
び
関
係
者
に
記
念
品
と
し
て

贈
呈
す
る
。

　

 

一
般
頒
価

，

円
（
消
費

税
込
み
）
で
展
覧
会
場
等
で
販
売

予
定
。

特
別
展

　

 「
日
本
の
書
展
」
第
五
十
回
特
別

展
「
日
本
の
書
展
を
築
い
た
先
達

の
書
」

　

 

セ
ン
ト
ラ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
銀
座

（
紙
パ
ル
プ
会
館

階
）

　

 

令
和

年

月
14
日（
火
）

 

〜

月
19
日（
日
）

　

 

10
時
〜
18
時
﹇
最
終
日
は
16
時
ま

で
、
入
館
は
各
日
と
も
閉
館
の
30

分
前
ま
で
﹈

　

 

主
催　
（
公
財
）全
国
書
美
術
振
興

会
、
共
同
通
信
社

　

後
援　

文
化
庁

　

入
場
無
料

　

 

展
覧
会
場
内
の
撮
影
不
可

　

西
川　
　

寧　
　

金
子　

鷗
亭

　

青
山　

杉
雨　
　

村
上　

三
島

　

杉
岡　

華
邨　
　

小
林　

斗

　

高
木　

聖
鶴

　

安
東　

聖
空　
　

手
島　

右
卿

　

日
比
野
五
鳳　
　

上
條　

信
山

　

成
瀬　

映
山　
　

大
平　

山
濤

　

古
谷　

蒼
韻　
　

小
山
や
す
子

　

炭
山　

南
木　
　

山
崎　

節
堂

　

松
井　

如
流　
　

田
中　

塊
堂

　

桑
田　

笹
舟　
　

大
石　

隆
子

　

金
田　

心
象　
　

廣
津　

雲
仙

　

宮
本　

竹
逕　
　

木
村　

知
石

　

殿
村　

藍
田　
　

小
坂　

奇
石

　

浅
見　

筧
洞　
　

今
井　

凌
雪

　

浅
香　

鉄
心　
　

伊
藤　

鳳
雲

　

近
藤　

摂
南　
　

栗
原　

蘆
水

　

甫
田　

鵄
川　
　

松
下　

芝
堂

　

津
金　

孝
邦　
　

桑
田　

三
舟

　

黒
野　

清
宇　
　

劉　
　

蒼
居

　

明
石　

春
浦　
　

浅
見　

錦
龍

　

天
石　

東
村　
　

稲
垣　

菘
圃

　

大
島　

嵓
山　
　

小
山　

素
洞

　

佐
川　

翠
龍　
　

貞
政　

少
登

　

鈴
木　

桐
華　
　

高
木　

桑
風

　

種
村　

山
童　
　

辻
本　

翔
鶴

　

東
地　

滄
厓　
　

戸
田　

提
山

　

西
奥　

鳴
琴　
　

西
谷　

卯
木

　

梅　
　

舒
適　
　

林
田　

芳
園

　

東
山　

一
郎　
　

平
田　

華
邑

　

藤
本　

士
啓　
　

深
山　

龍
洞

　

山
内　
　

觀

第
50
回
「
日
本
の
書
展
」

　

例
年
と
展
覧
会
の
開
催
順
序
を
変

更
す
る
。

「
日
本
の
書
展
」
第
五
十
回
特
別
展
「
日
本

の
書
展
を
築
い
た
先
達
の
書
」
で
公
開
予
定
の

「
受
勲
記
念
帖
」
は
、
中
部
展
、
関
西
展
、
九

州
展
会
場
で
も
展
示
予
定
。

開
催
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
あ
り
。

令
和

年

月
31
日（
火
）

 

〜

月

日（
日
）

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
愛
知

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

階
）

10
時
〜
18
時
﹇
最
終
日
は
16
時
ま
で
﹈

主
催　
（
公
財
）全
国
書
美
術
振
興
会
、

中
日
新
聞
社

後
援　

文
化
庁
、
愛
知
県
、
東
海
テ

レ
ビ
放
送

協
賛　
（
公
社
）中
部
日
本
書
道
会

令
和

年

月
16
日（
木
）

 

〜

月
26
日（
日
）

 

〈
21
日（
火
）は
休
館
日
〉

国
立
新
美
術
館（

階
展
示
室

-

）

10
時
〜
18
時

主
催　
（
公
財
）全
国
書
美
術
振
興
会
、

共
同
通
信
社

後
援　

文
化
庁

「
日
本
の
書
展
」
第
50
回 

記
念
事
業　

　
「
記
念
誌
」
刊
行
お
よ
び　
「
特
別
展
」
を
開
催
（
予
告
）

 

「
日
本
の
書
展
」
第
五
十
回
記
念

　
　

記
念
誌 
「
全
国
書
美
術
振
興
会
五
十
年
の
歩
み
」

　
　

特
別
展
「
日
本
の
書
展
を
築
い
た
先
達
の
書
」

（左）福島慎太郎初代理事長に贈呈された受勲記念帖、「表紙」村上三島揮毫、（右）「桐箱」青山杉雨揮毫

文
化
勲
章
受
章
者
（
受
章
順
）

文
化
功
労
者
（
選
出
順
）

日
本
芸
術
院
賞
受
賞
者
（
受
賞
順
）

書
展
設
立
功
労
者
（
五
十
音
順
）
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会
場
変
更

令
和

年

月

日（
金
）

 

〜

月
10
日（
日
）

大
阪
国
際
会
議
場
（

階
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
）

10
時
〜
17
時﹇
最
終
日
は
16
時
ま
で
﹈

主
催　
（
公
財
）全
国
書
美
術
振
興
会
、

産
経
新
聞
社

後
援　

文
化
庁
、
大
阪
府

協
賛　
（
公
社
）日
本
書
芸
院

会
場
で
開
催

令
和

年

月
12
日（
火
）

 

〜

月
18
日（
月
・
祝
）

〈
第

会
場
〉
福
岡
市
美
術
館
（

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

現
代
書
壇
巨
匠
、
現
代
書
壇
代
表
、

委
嘱時

30
分
〜
17
時
30
分﹇
15
日（
金
）・

16
日（
土
）は
20
時
ま
で
﹈

〈
第

会
場
〉
福
岡
県
立
美
術
館
（

階
展
示
室
）

招
待
、
秀
抜
選

10
時
〜
18
時
﹇
最
終
日
は
16
時
ま
で
﹈

主
催　
（
公
財
）全
国
書
美
術
振
興
会
、

西
日
本
新
聞
社

後
援　

文
化
庁
、
福
岡
県

各
展
、
入
場
は
閉
場
時
間
の
30
分
前
ま
で

　

現
代
書
壇
巨
匠
・
代
表
の
全
作
品

が
、
当
会
と
共
同
通
信
社
、
地
元
各

新
聞
社
の
共
催
、
文
化
庁
後
援
の
も

と
全
国
を
巡
回
。

島
根
（
山
陰
中
央
新
報
社
）

令
和

年

月
25
日
〜

月
29
日

島
根
県
立
美
術
館

青
森
（
東
奥
日
報
社
）

令
和

年

月

日
〜

月

日

N
ew
's TO

-O

ビ
ル　

階
催
事
場

富
山
（
北
日
本
新
聞
社
）

令
和

年

月
16
日
〜

月
19
日

富
山
県
民
会
館

広
島
（
中
国
新
聞
社
）

令
和

年

月
29
日
〜
10
月

日

福
屋
広
島
駅
前
店　

・
階
催
事
場

岡
山
（
山
陽
新
聞
社
）

令
和

年
10
月
12
日
〜
10
月
17
日

天
満
屋
岡
山
店　

階
葦
川
会
館

奈
良
（
奈
良
新
聞
社
）

令
和

年

月
22
日
〜

月
26
日

奈
良
県
文
化
会
館

長
野
（
信
濃
毎
日
新
聞
社
）

令
和

年

月

日
〜

月

日

長
野
県
立
美
術
館

茨
城
（
茨
城
新
聞
社
）

令
和

年

月

日
〜

月
13
日

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館
（
茨

城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

初
め
て
毛
筆
に
触
れ
る
子
ど
も
や

毛
筆
経
験
が
浅
い
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
書
道
体
験
教
室
。
用
意
さ
れ
た

色
柄
の
イ
ラ
ス
ト
う
ち
わ
に
、
墨
と

筆
で
文
字
や
線
な
ど
を
加
え
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
う
ち
わ
を
仕
上
げ
る
。

書
道
に
関
す
る
ク
イ
ズ
、
水
書
き

シ
ー
ト
や
墨
磨
り
体
験
を
し
、
70
分

間
の
活
動
の
中
で
毛
筆
の
楽
し
さ
を

体
験
し
て
も
ら
う
。

令
和

年

月
10
日（
水
）〜
12
日（
金
）

の

日
間

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー　

国
際
交
流
棟

階

「
第

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
」（
東

京
都
渋
谷
区
）

募
集
対
象　

才
〜
小
学
校

年
生

の
子
ど
も
（
保
護
者
同
伴
必
須
）

参
加
費
・
材
料
費　

無
料

定
員　

各
回
20
人　

計

人

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

月
10
日（
水
）

　

 

10
時
30
分
〜
11
時
40
分

　

 

13
時
20
分
〜
14
時
30
分

　

 

15
時
40
分
〜
16
時
50
分

月
11
日（
木
・
祝
）

　

 

10
時
30
分
〜
11
時
40
分

　

 

13
時
20
分
〜
14
時
30
分

　

 

15
時
40
分
〜
16
時
50
分

月
12
日（
金
）

　

 

10
時
30
分
〜
11
時
40
分

　

 

13
時
20
分
〜
14
時
30
分

申
込
み
受
付
期
間

　

詳
細
は

月
以
降
、
当
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
申
込
み
は
専
用

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
の
み
に
て
受
付
の

予
定
。

開
催
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
あ
り
。

代
表
理
事
・
会
長

　

田
中
壮
一
郎

代
表
理
事
・
理
事
長

　

髙
木　

聖
雨

業
務
執
行
理
事
・
常
務
理
事

　

大
平　

匡
昭　
　

黒
田　

賢
一

　

仲
川　

恭
司　
　

星　
　

弘
道

　

真
神　

巍
堂

理
事

　

明
石　

聴
濤　
　

有
岡　

崖

　

市
澤　

静
山　
　

伊
藤　

一
翔

　

牛
窪　

梧
十　
　

角
元　

正
燦

　

高
木　

厚
人　
　

田
中　

徹
夫

　

辻
元　

大
雲　
　

土
橋　

靖
子

　

中
村　

伸
夫　
　

永
守　

蒼
穹

　

横
山　

煌
平

監
事

　

室
井　

玄
聳　
　

吉
澤　

鐵
之

　

和
中　

簡
堂

任
期　

令
和

年
12
月

日
〜
令
和

年
12

月
開
催
予
定
の
定
時
評
議
員
会
の
終
結
時
ま
で

評
議
員　

　

石
澤　

桐
雨　
　

伊
藤　

仙
游

　

井
上　

映
粧　
　

井
上　

清
雅

　

井
之
上
南
岳　
　

今
関　

敏
子

　

岩
田　

海
道　
　

岩
永　

栖
邨

　

植
松　

龍
祥　
　

海
野　

涛
山

　

大
澤　

城
山　
　

岡
野　

楠
亭

　

尾
崎　

蒼
石　
　

加
藤　

義
久

　

金
子　

大
蔵　
　

川
嶋　

毛
古

　

鬼
頭　

翔
雲　
　

笹
原　

宏
之

　

霜
鳥　

秋
則　
　

鈴
木　

響
泉

　

田
頭　

一
舟　
　

髙
橋　

利
郎

　

歳
森　

芳
樹　
　

長
井　

素
軒

　

西
村　

東
軒　
　

深
瀬　

裕
之

　

福
光　

幽
石　
　

舟
尾　

圭
碩

　

松
清　

秀
仙　
　

松
下　

英
風

　

宮
負　

丁
香　
　

森
上　

光
月

　

山
中　

翠
谷　
　

山
根　

亙
清

　

山
本　

高
邨　
　

吉
川
美
恵
子

　

吉
澤　

大
淳　
　

吉
澤　

石
琥

　

吉
田　

成
美

任
期　

令
和
元
年
12
月

日
〜
令
和

年
12

月
開
催
予
定
の
定
時
評
議
員
会
の
終
結
時
ま
で

名
誉
顧
問

　

鈴
木　
　

勲　
　

荒
船　

清
彦

　

日
比
野
光
鳳　
　

井
茂　

圭
洞

　

尾
崎　

邑
鵬

顧
問

　

新
井　

光
風　
　

池
田　

桂
鳳

　

石
飛　

博
光　
　

梅
原　

清
山

　

杭
迫　

柏
樹　
　

樽
本　

樹
邨

　

中
野　

北
溟

参
事 

　

赤
江　

華
城　
　

飯
髙　

和
子

　

石
田　

雲
鶴　
　

一
色　

白
泉

　

今
村　

桂
山　
　

江
幡　

春
涛

　

岡
田　

契
雪　
　

加
藤　

子
華

　

師
田　

久
子　
　

芝　
　

松
翠

　

清
水　

透
石　
　

師
村　

妙
石

　

鈴
木　

一
敬　
　

鈴
木　

春
朝

　

田
中　

節
山　
　

辻
元　

邑
園

　

内
藤　

富
卿　
　

中
川　

裕

　

中
林　

蕗
風　
　

中
村　

天
香

　

楢
崎　

華
祥　
　

西
村　

自
耕

　

原
田　
　

上　
　

藤
岡　

都
逕

　

前
島　

泉
洲　
　

三
神　

榮
軒

　

宮
﨑　

葵
光　
　

村
井　

城

　

村
上　

俄
山　
　

毛
利　

柳
村

　

望
月　

和
風　
　

森
川　

星
葉

　

八
木　

山
鈴　
　

山
本　

悠
雲

　

吉
川　

蕉
仙

就
任
日　

令
和

年
12
月

日

 

令
和

年

月
以
降

　

次
の
役
員
の
先
生
方
が
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。

　

津
金
孝
邦
先
生
（
前
理
事
長
・

　
　
　
　
　
　
　
　

名
誉
顧
問
）

　
　

令
和

年

月
20
日　

92
歳

　

関
根
玉
振
先
生
（
評
議
員
）

　
　

令
和

年
11
月

日　

72
歳　

　

大
西
き
く
ゑ
先
生
（
参
事
）

　
　

令
和

年
12
月

日　

91
歳

　

榎
倉
香
邨
先
生
（
顧
問
）

　
　

令
和

年

月
21
日　

98
歳

―

東
京
都
港
区
赤
坂

―
11
―

デ
ル
ッ

ク
ス
溜
池
山
王

階

TEL.  

―

―

FAX. 

―

―

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://shobi.or.jp/

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス info@

shobi.or.jp

子
ど
も
の
毛
筆
体
験
教
室

「
筆
も
じ
に
ト
ラ
イ
！

 

２
０
２
２
」（
予
告
）


